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表紙のことば：大地の力強さを感じさせる石造りの建築。隈研吾氏設計の角川武蔵野ミュ

ージアムです。 

 

 

P103  Editorial  Free   

厚労省のワクチンの害評価は結論ありき  
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・レボチロキシンとシプロフロキサシンの相互作用 
・プレガバリン：妊婦の使用で奇形の害 
・デノスマブ：重篤な高カルシウム血症 
・SARS-Co-2 ワクチン：接種後に授乳婦の乳汁分泌

減少 
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